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松浦亜矢子君の博士論文は競技スポーツであるシンクロを生涯スポーツとなるように再デザインすることを目的として書かれ
た。愛知県春日井市はスポーツクラブよりも安価に生涯スポーツを提供する活動をしているが、松村君に市民プールにおいて水
中運動を提供してほしいという要請があった。現状では高齢者向けのプログラムが十分ないことに加え、指導法も確立していな
いためである。高齢者向けの陸の運動プログラムのためにまとめられたコグニサイズの方法を使って、シンクロを基礎とする高
齢者向けのプログラム開発が始まったのである。 
 
コグニサイズとは認知機能を向上させるプログラムであり、また認知機能検査方法も確立している。この方法を導入することに
加えて、単なる競技ではなく、美しさや楽しさを兼ね備えたシンクロの要素をあわせて新しい水中エクササイズの指導方法をデ
ザインすることを目的として博士論文が執筆された。 
 
この分野の関連研究を見てみると、シンクロにおいては競技の研究が中心であり、水中運動に関しては少数だが運動強度別に中
高年者向けあるいは高齢者向けの研究がある。また認知機能向上、有酸素運動、音楽を用いた体操、コグニサイズを応用した研
究はある。しかしながらどれも身体機能向上や転倒予防などを目的としており、陸での運動より水中運動のほうが事故がすくな
いという理由で水中の運動を捉えている。一方、心理機能向上においては個人より集団での運動が大事と言われているが、集団
で運動できる場所が少ないため、開発が遅れている。 
 
一方、高齢者向けの運動では、機能面のみならず運動継続つまり運動がたのしい、ということが大切と言われており、現状の水
中での運動ではこの面の配慮が足りない。そこで運動の楽しさが継続につながる方法を工夫することにした。これは行動経済学
で言われている「ナッジ」、ちょっとした工夫であり、集団での水中運動にちょっとした工夫を加えて継続性を可能にすること
がシンクロを生かした水中ダンスの開発の目的となった。 
 
デザインされた新しいダンスは次のようなものである。シンクロのふりつけを活用した水中で全身運動と有酸素運動を行う。こ
の中でふりつけを記憶することで認知機能を上昇させ、筋肉を鍛える。加え複数人で行う運動としてデザインされた。この新し
いダンス、リズムシンクロ、を12回を１クールとして週一回60分、３ヶ月実行し、その効果を調査した。 
 
調査においては運動に関しては、まず、実際の効果を測定するヴェリフィケーションを行なった。つまり、運動強度を調査し、
有酸素運動の範囲がひろがったことを測定した。加えて、認知機能の調査を行い、記憶および飽きさせないかどうかを調査した。 
それに加えて、ダンスが楽しいかという主観的な価値を確認するヴァリフィケーションを半構造化調査で行なった。両方の調査
ともリズムシンクロは有効であることがわかった。 
 
以上の発表を受けて、質疑応答が行われた。現在健康をめぐる議論においてはwellbeingという言葉が使われることが多い。これ
はアリストテレスのエウダイモニア倫理学からきている考え方で、自発的に活動ができて、その活動をする能力が備わっていて、
それを集団の中で行うことができるときに、人は良き人生を感じるという考え方である。現在社会の充実を測る尺度としてOECD
にも用いられている。日本はこの面での社会的支援が遅れていることで有名である。リズムシンクロは自治体がこのようなサー
ビスを提供することで、自発的に社会的生活に参画する能力つまりリズムシンクロを身につける活動を行なっていると見ること
ができる。高齢者の良き生活を支援するために機能面での強化を目的とするだけではなく、社会面でも人と人とのつながりを生
み出す。そのような能力をリズムシンクロを学ぶことで身につけることができる。非常に爽やかで説得力のある論文であった。 
 
このような新しいダンスをデザインしたことは高く評価できると判断して、松村君の博士論文は合格であると論文審査委員会は
判定したのでここで報告をする。 
 
